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～就労移行支援～ 

～施設長より～ 

あいのわしごとセンター 

 
 

～就労定着支援～ 

～ご報告とお知らせ～ 
 

〈休業について〉 

8月 10日（水）～8月 15日(月） 

         休業となります。 

 

8月 16日（火）～ 

通常通所となります。 

 

 

<研修報告> 

４月１８日 感染症研修 

（ガウン着脱演習） 

５月２６日 施設全体避難訓練 

６月 ２日 てんかん研修 

６月 ８日 

９日 

６月２２日 不適切な身体拘束 

について 

７月２８日 感染症研修 

（食中毒について） 

 

以上の研修に福祉作業所 

の職員が参加しています。 

 

 

平素より皆様には、神明福祉作業所の運営にご協力賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

その時、その時間を戻ることができないからこそ今日という一日を忘れられないくらいの充実した時間

にしていきたい、そんな思いの中で各職員は利用者の皆様と共に活動をしています。これは、我々が掲げ

ている事業所理念です。 

さて、令和 4度の神明福祉作業所は新たに 2名の仲間が加わり総勢 63名の利用者の皆様と活動をスタ

ートしました。新型コロナウイルス感染症は未だ終息する気配がない中、これまでに罹患された方々とご

家族の皆様に対し、心よりお見舞い申し上げるとともに一日も早い回復をお祈り申し上げます。世の中は

少しずつ緩和に向けて動き出しているという喜ばしい反面、新たな変異株の報道等もあり、皆様におかれ

ましては緊張感が高まる日々をお過ごしかと思います。我々としましては、少しでも不安が取り除けるよ

うに、これまで以上の感染症対策を施し、これからも安心した活動ができる環境を創出してまいります。

また、コロナ禍以外にも自然災害や戦争などの想定しないことが起こり、我々の生活にも大きな影響を及

ぼしています。今だからこそ人と人との繋がりや、そこに相手の立場に立った思いやりや尊重という振る

舞いがとても大切になるのではないでしょうか。そんな人の温かい心を感じながら、神明福祉作業所は活

動していきます。引き続きご支援ご厚情を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

感染症対策の緩和から徐々に以前通りの支援が出来るようになってきました。就労者の方も感染状

況により仕事の内容や時間が中々安定しない方もいらっしゃったので、このまま感染症が収束してい

くことを願っています。就労している皆様におかれましては、些細なことでも相談していだければと

思います。 

（記：會田） 

〈学生実習受け入れ状況〉 

5月 30日～6月 10日 1名 

6月 13日～6月 27日 2名 

7月 14日～7月 20日 2名 

7月 25日～8月 15日 2名（予定） 

7月 25日～8月 31日 1名（予定） 

 

の学生の方が福祉実習を 

されています 

 

 

～いちにち一日を大切に～ 

4月に 1名、6月に 2名、さらに 7月に 1名の方を新たに迎え入れ

ました。出会いがあれば別れもあり、4月にトライアル雇用が終了し

企業に 1名就職されました。 

 感染対策を実施しながら、実習の受け入れや企業見学を行う機会も

増えてきました。また、今年度は訓練内容に「箱詰め」と「在庫管

理」を加える予定で、準備をしている最中です。一日も早く皆さんに

提供できるよう頑張ります！！ 

（記：大津） 

～ゴミゼロ運動～ 
6 月 2 日に地域貢献委員会の取り組みとして、足立区が行っているビューティフルウィンドウズ活

動の一環であるごみゼロ地域清掃活動に参加しました。神明福祉作業所では普段から公園清掃作業

をしていることもあり、皆様慣れた様子でゴミを拾われていました。 

(記：會田) 

 

権利擁護について 
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 ～職員紹介～ 
 

～あおぞらグループ～ 

かりんグループでは、様々な種類の画用紙の作業やシール貼り、紙漉き、コーヒーなどの作業を

今まで以上に多く行っています。 

画用紙の作業は色々な種類があるので、量りを使用し重さを確認しながら封入しています。作業

に集中して取り組んでいる反面、散歩や活動では笑顔が多く見られ、作業と活動の切り替えを感じ

ています。 

映画やカラオケは感染対策を行いながらの実施ではありますが、職員の言動を見て頂いてなの

か、利用者の方自ら窓を開けたり、パーテーションを立てたり、ご自分で考えて行動している姿

は、職員も改めて感染対策に対して考える事ができ、気が引き締まる思いです。 

作業、活動、どちらも責任を持ちルールを守りながら、何より皆さんで楽しく過ごしていきたい

と思っていますので、今年度のかりんグループも引き続き、宜しくお願い致します。 

(記：市川) 

 

～かりんグループ～ 

今年度も 36名の利用者の方と共にあおぞらグループがスタートいたしました。 

換気の徹底や、パーテーションを立てる等の感染症対策を行いながら、箱折りや封入封緘作業、清掃

業務など様々な仕事を行っています。 

また、あおぞらグループの作業室には「仕事のルール」として 5つの項目が掲示してあります。 

 

① 時間を守る  

② みんなで準備する  

③ 集中して仕事をする 

④ 協力して仕事をする 

⑤ 話し合って仕事をする 

 

①～⑤の項目を利用者の方一人ひとりが意識をし、「後ろを通ります」「材料を分けてください」な

ど声を掛け合って協力しながら仕事をされる場面が多くあります。 

今後も仕事のルールを守りながら、あおぞらグループみんなで様々な仕事に挑戦していきたいと思

います。 

                                   （記：髙比良） 

 

 髙比良 望 

４月よりあいのわしごとセンターから異動をしてきました。 

利用者の皆様が、過ごしやすい環境で仕事に取り組めるよう支援に努めて参ります。お休みの

日には 1歳の娘と散歩に出かけたり、偶数月にはテレビで相撲を見ています。コロナウィルス

が終息次第、また国技館にも相撲観戦に行きたいなと思っています。宜しくお願い致します。 

【好きな食べ物】 

パイナップル 

熱中症は、毎年 7月から 8月に多く発生しています。 

周りの温度に体が対応することができず、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩

れ、体温の調節機能がうまく働かないなどが原因で熱中症が起こります。 

・熱中症を防ぐためには、次の３つが大切です。 

① 「暑さを避ける」 ②「こまめな水分補給」 ③「暑さに備えた体作り」 

 

 

 

マスクをしていると喉の渇きがわかりにくく、熱中症にかかりやすくなりますので、屋外で人と十

分な距離（2m以上）が確保できる場合は、マスクをはずしましょう。 

（記：川崎） 

 

～看護師より～ 

川崎 典子 
【好きな食べ物】 

お肉系・お刺身 

村山 雪絵 

8年ぶりに、神明に戻ってきました。知っている利用者の方も多く、とても懐かしく、また

皆さんと一緒に仕事ができてうれしく思っています。よろしくお願いいたします。 

【好きな食べ物】 

エビ・カニ 

 

【趣味】 

相撲観戦 

 

 

【趣味】 

ドラマ鑑賞（韓国ドラマ大好きです） 

 

 

 

４月より配属となりました、村山雪絵です。皆さんと毎日楽しく過ごしていきたいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

【趣味】 

感染症が落ち着いたら、道の駅めぐり 

・御朱印めぐりを再開したいです！ 

 

 


